
令和７年度湘南大庭地区郷土づくり推進会議 

＜全体会議（第６回定例会）議事録＞ 
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日時：２０２５年（令和７年）８月５日（火）１９：００～２０：５０ 

   （１８：００～１９：００は文化財保存活用地域計画、大庭城跡部会） 

場所：湘南大庭市民センター ２階 第１談話室 

出席者：９名 別添出席者名簿のとおり 

（協力員）０名 

（事務局）湘南大庭市民センター 大塚センター長、田嶋主幹、近藤、劔 

 

 

 

〇 文化財保存活用地域計画について（郷土歴史課） 

現在は案の段階であり、記載内容について確認し、意見を頂ければと思います

が、策定協議会で既に議論されているため、いただいた意見をすぐに反映するこ

とが難しいところもある。 

大庭城址はワークショップの中では、認知度や知名度が低いという声が多かっ

たため、子どもたちにどうやって知ってもられるかを考え、第 2回シンポジウム

で紙芝居を作成した。 

子どもたちにもっと知ってもらいたいので 11 月にわくわくフェスタを開催

し、チャンバラ、ジャンボかるた大会を通じて親子のコミュニケーションづくり

や子どもたちの学習の機会にしたい。 

友の会については徐々に会員数が増えてきており、今後は規約を定めていきた

いと考えている。 

アクションプランに反映できることについては郷土歴史課、公園課と調整した

い。 

前回の友の会では、管理事務所やトイレに関する話題が多かった。今後は VR

や２次元バーコードの活用を検討していくのはどうか。湘南工科大学が協力した

いと言っていた。 

郷土歴史課：コミュニケーションを密にして進めていければと考えている。主

体は行政であるため連携を取って進めていきたいと思う。教育文化センターでの

取り組みや、フィールドワークについても学芸員が協力させていただく。 

時津議長：「できました」の報告ではなく過程の中で情報共有しながら進めてい

かれたらもっとよいのではないかと思っている。 

郷土歴史課：ある程度固まった段階でのお知らせになったことは申し訳ないが、

今後計画の見直しもあるので丁寧に対応していきたい。 

 

〇 大庭城跡部会 

9月の第 4週にフィールドワークを実施予定であり、郷土歴史課の許可もいた

だいている。まちづくり協会と美化活動の範囲を話したい。 

大庭城わくわくフェスタについては、甲冑着づくりを１０月中に生涯学習担当

と調整し、１１月２９日（３０日は予備日）にチャンバラ合戦、ジャンボかるた

等を実施予定。ガキ大将クラブや善行のイベント会社と協力し進めていきたい。 

資料１１ 資料１１ 資料１１ 資料１１ 資料１１ 
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１ 都市マスタープラン改定に向けた取組状況（質疑応答）（都市計画課） 

先日改定に向けた取り組み状況について説明したが、令和５年度に５人の方か

ら意見をいただいた内容についてはそれぞれ次のとおり反映しているので確認し

ていただきたい。 

時津議長：高齢化率が高いが悪徳商法などが入りやすくなっているのでどうな

るのか。→人についてはマイナス面ではなく魅力の部分を記載することになった。 

竹内委員：働く場所が少ない、小規模事業者への支援が届いていない。→第１

種低層住宅が多く、働く環境が少ない。働き方の多様化、地区計画ではなく全体

プランに大きな項目として載せていくこととした。横浜市で進めている働ける場

所ができる、身近な暮らしの観点から特別用途地区などを検討している。 

中村委員：藤沢厚木線の整備を進めるべき。→都市計画道路なので全体計画に

入れていく。 

湘南大庭地区には２７の公園があり、使用方法が均一である。また、地区内の

分譲住宅をコンパクトな住宅にしてはいかがか。→住まい方の話、住宅マスター

プランや地区プランへ方針として持つようにした。 

時津議長：住民は地区計画の知識が少ない。アドバイザーを紹介したり、人の

和に載せたほうがいいのではないか→人の和に掲載済。 

前川委員：若い人が魅力や住むメリットを感じてほしい。→地区プランのまち

づくり方針に記載した。 

時津議長：シェアサイクル以外の手段も関係部署との連携を。→新しいモビリ

ティについては全体計画に反映 

（以上がいただいた意見についての回答） 

地区プランのひと・まち・資源については、活性化指針から抜粋している。課

題は指針にしっかり書き込まれているので、魅力の部分だけにした。 

現行のマスタープランからブラッシュアップしている。３者がうまく連携でき

るように記載している。 

マップについては未整理であるため、市全体でも整理していく。ハザードにつ

いても重要であるので記載していく。 

現行のプランよりさっぱりしたものを作成しているが、記載されていないこと

をやらないということではなく柔軟に取り組めるようにした。 

時津議長：この計画は市民の意見により発展させていくというようなコメント

もいれるといいのではないか。（意見） 

P2地区資源マップに滝の沢中学校が 2つある。左は滝の沢小学校。→訂正 

地区資源マップの茅ヶ崎分を修正する。 

都市と農業が共生する街で作られた。農地の部分が目立たないのでと思ってい

るがどうか。 

吉岡委員：市民農園を借りていた。住民が普段農地と触れ合う機会は少ない。 

荒井委員：JA の土地を借りてイベントに参加している。 

時津議長：農地を持っていても代替わりで手放してしまうなどが多く、税制や

ふれあいの機会をもってもらうなどがあると良い。 

中村委員：行政としてルール作りが必要。農地を地域住民や学校と連携して利
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用できればいいのでは。 

時津議長：地域の先輩が慶應大学近くの畑に行っている。同じ地域の中で地域

の人たちと作物を作って収穫祭をするなどのイベントができるといいと思う。 

大庭のインフラは老朽化しているので、維持更新はどんな方法でバージョンア

ップしていくか。 

郷土づくり推進会議として意見をまとめる必要はないため、事務局に意見いた

だければ、まとめて都市計画課へ連絡する。 

 

２ 地域回覧♯第 1回について（報告）＜資料１＞ 

８月８日にチラシを持ち込み、８月２５日号に地域回覧を回します。 

アンケートについて Q2の内容は変更する。 

 

３ R７年度スケジュール確認について（審議） 

挨拶交わしたいは文章を作って各団体に聞いたうえで実施する。今後はメール

でのやりとりになると思う。 

9 月 10 日号に掲載希望がなければ発信部会で掲載する。10 月 10 日号はふ

るさとまつりに関連する団体は掲載を考えてほしい。（９月２５日号は休刊） 

10月 25日号は全体集会の告知などを掲載する予定。 

 

４ ふるさとまつりについて（審議） 

展示ブースでの出展予定とし、かるたに集中したいためウォークラリーは実施せ

ず。かるたはすでに参加が承認されているので急ぐ必要はないが、実施要領の作成

は必要。第１談話室はかるたを行い、体育室の展示は郷土づくりで出展する。 

申込書は８月７日記載する予定。 

子どもボランティアにジャンボかるた大会の文字の飾りを作成してもらう。 

ジャンボかるた大会は 2日間できないのか？→人員の関係で難しいと思う。 

MAP部会、セカンドライフ部会、大庭城跡部会などが展示予定。 

 

５ 全体集会について（審議）＜資料２＞ 

午前か午後のどちらかに実施するのか。駐車場の減免時間も考慮する必要があ

るか。→集客を考え駐車場は無料券を出す。実施時間は午後 1時から午後４時に

する。 

 

６ まちかど健康相談事業について（報告・審議）＜資料３＞ 

今回は健康づくり課から藤沢市保健医療財団への委託を行うとし、1 日目は今

までどおりの健康測定相談、2 日目は歩行姿勢測定からウォーキングのサポート

を行い、郷土は受付業務のサポートを行う。 

場所と人員の問題で内容を１日に集約し２日間同じ内容を実施することは困難。 

★定員が２０人と少ないため、ふるさとまつりでの社協の健康相談の内容を確認

しておき、案内するのがよい。 

★２日目のウォーキングアドバイスの際に距離表示のコースがご案内できるか確

認していただきたい。 

★健康づくり課に距離表示板を用いたモデルコースづくりを作ってもらうことは

できるか。→既に作成されているマップがあるので今回は難しいかもしれないが、

確認しておく。 
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７ 他団体との情報交換について（依頼）＜資料４＞ 

依頼書をそれぞれの団体に出したいと思っているため、目的を明確にしてあい

さつにいく。 

 

８ セカンドライフ部会（報告）＜資料５＞ 

太極拳と麻雀 1回目が無事終わった。麻雀サークルを作ったら参加したいとい

うアンケートの結果が多かったので作れるのではないかと考えている。 

湘南大庭市民図書館からの依頼で 10/18 にカードゲーム講座を行う。 

湘南台市民センターからの依頼で麻雀講座を行う予定。 

 

９ かるた部会（報告）＜資料６＞ 

7/24こいとっ子のイベントに参加した。終わった後に子どもに話を聞いたが、

もっとやりたいという子どもたちが多かったので、また別の機会にもやりたい。 

図書館の協力も得ながら無事に終えることができた。 

屋外のイベントは状況が違うので方法を考えて実施したい。 

 

10 距離表示部会（報告）＜資料７＞ 

7月3日に距離計測器を用いて新たな距離表示板を3.5キロ8か所計測した。

予備で腕時計や自転車でも測定したがそれぞれ差が出たが、最終的には距離計測

器の数値を採用した。 

実際に掲示する 8か所については、避難経路地図と距離表示板図面が掲載可能

かを事務局に確認しており、その場合でも予算内で収まると聞いている。 

ふるさとまつりではウォークラリーは実施せず、別の機会に企画を行っていき

たいと考えている。→防災マップは R7 に作成したものであり、そのデータが利

用できるようであればと考えている。イラストレーターで作られているため編集

ができるかなど確認し、提案させていただきたい。 

防災協など事前に根回しできるところには伝えたほうが良いのでは。 

カワセミ街区表示板は今回はモデル事業として８か所を整備することとする。 

 

11 デジタル推進部会（報告・審議）＜資料８＞ 

８月１９日にデジタル推進部会を開催するのでそこで出た意見を次の定例会で

伝えればと思う。 

前回の定例会で中澤教授に講義を依頼することになったため、事務局から全体

集会の資料、活性化指針やアンケート結果を送付し開催時間の調整してほしい。 

 

12 大庭城跡部会（報告） 

友の会のたより、事業計画、規約案を作成しており、規約案は 9月のフィール

ドワークの際に確認してもらう。 

フィールドワークについては、９月の第４週に実施予定で、郷土歴史課、まち

づくり協会、事務局と行う。 

１０月に美化活動、11 月にわくわくフェスタ、１２月に空堀歴史散策を実施

予定。 

チラシは案でありジャンボかるた大会は大庭城址公園で実施する予定。 

 

【次回】第７回定例会 

    ［日時］令和７年９月２日（火）１９：００～２１：００ 

    ［会場］湘南大庭市民センター 第１談話室           以 上 


